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A b s t r a c t
The purpose of this survey for 304 high school students（116 boys and 188 girls）is to make sure how high school
students who possess cellular phones use their phones, what they use their phones for, to what extent they get
information about sex, how far they feel conscious of sex and their sex action.
( 1 )About 60% of the girls have cellular phones, which is larger than the rate of the boys who have cellular
phones. 
( 2 )As for the frequency of using cellular phones, about 80% of the girls use phone oftener compared with boys,
4 0 % .
( 3 )Concerning the purpose of using phone, the students say they use phones mainly because they want to be in
touch with their friends, and they use phones as a means of communication.
( 4 )Those who have a cellular phone have more interest and higher concern in getting information about a sex,
reading sex magazine and watching adult video and what is more, they have experienced sexual contact with
other sex.
( 5 )On their view of sexual intercourse those who have cellular phones answer sexual intercourse as a matter of 
fact and say sex is pleasing or sex is important for human beings.
( 6 )Those having cellular phone have a more high rate of sexual experience (intercourse) and their sex action is 
more active.
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現代の若者は情報技術（ I n f o r m a t i o n






























答数4 7 4人　8 6 . 5％）である。調査方法は、


















調査用紙配布数5 7 8人で、有効回答数4 7 4人
( 8 2 . 0％)であった。性別でみると、男子2 1 9人
（4 6 . 2％）、女子2 5 5人（5 3 . 8％）であり、男女
の割合はほぼ同数あった。年齢は、1 5歳4 5人
（9 . 6％）、1 6歳1 6 5人（3 5 . 1％）、1 7歳1 8 2人
（3 8 . 7％）、1 8歳7 8人（1 6 . 6％）で、平均年齢は
1 6 . 6歳であった。
２．携帯電話の有無について
携帯電話を持っている人は、3 0 4人（6 4 . 1％）
で、その内訳は、男子1 1 6人（3 8 . 2％）、女子




体では「かなり使っている」が6 4 . 0％であっ
た。性別でみると、男子は「かなり使ってい




男子は「友達との連絡」8 9 . 7％「情報を得る」
3 0 . 2％が多く、女子は「友達との連絡」
9 6 . 3％「家族との連絡」6 0 . 6％が多かった。







「よく読む」1 5 . 0％、「時々読む」5 0 . 0％を合わ
せると６割以上の人が接触している。一方、
携帯電話を持っていない人は、「よく読む」
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の人が接触している。中でも「時々読む」
（P＜0 . 0 1）項目は携帯電話を持っている人に、





は、男子は「よく読む」（P＜0 . 0 1）が女子よ
り高く、女子は「一、二度読んだことがある」
（P＜0 . 0 1）が男子より高く、男女差がみられ
た（図４）。
アダルトビデオの視聴頻度については、
「よく見る」6 . 3％、「時々見る」1 9 . 3％をあわ
せると、携帯電話を持っている人で2 5 . 6％、
持っていない人は「よく見る」4 . 2％、「時々
見る」1 5 . 2％とあわせると1 9 . 4％であった。
「一、二度見たことがある」（Ｐ＜0 . 0 1）項目
は携帯電話を持っている人に、また「見たこ
とがない」（P＜0 . 0 1）項目は持っていない人
に有意に高かった。（図５）。
携帯電話を持っている人の性別との比較で
は、男子は「よく見る」（P＜0 . 0 1）、「時々見
る」（P＜0 . 0 1）が女子より高く、女子は「一、






は人間にとって大切なものである」7 2 . 0％
「性に関心がある」6 3 . 5％「お互いの愛を確か
め合うにはセックスは必要だ」4 7 . 0％と肯定
的な意見が多くみられた。しかし、性につい
て否定的な意見として、「性的欲求はできる
だけ抑えるべき」2 9 . 5％「性に関することを
人前で口にすべきでない」2 1 . 7％「セックス




っている人は、「キス」5 6 . 0％「ペッティング」


















2 0 0 0年の時点で、すでに中学生は1 5 . 3％、高
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